是正・改善報告書記入例


令和　●　年　■　月　▲　日

浦河労働基準監督署長　殿


事業場名　株式会社◆◆産業
所在地　浦河町■■●丁目◆番地▲号
代表者職氏名　代表取締役　　◎◎　▼▼


　令和　●　年　■　月　★　日　貴署　　□□　▽▽　　監督官から使用停止等命令書・是正勧告書・指導票により是正・改善を指示された事項については、下記１、２のとおり是正・改善しましたので報告します。
　なお、指導事項のうち法条項、番号を□印で囲んだ事項（法条項に□印を付したもの）については、同種違反等の繰り返しを防止するため、下記３のとおり点検整備体制を確立し実施しておりますので併せて報告します。

記

１　使用停止等命令書・是正勧告書にかかる報告
	勧告事項
違反法条項
	是正年月日
	是正内容
（使用停止等命令書によるものは、写真を添付すること）

	労基法第32条
第１項・第２項
	Ｒ●・■・▲
	　36協定を締結し、浦河労働基準監督署に届出しました。写しを別添資料１として添付します。

	労基法第37条
第１項・第４項
	Ｒ●・■・▲
	　令和●年★月までの時間外労働・深夜労働時間数を別添資料２のとおり集計し、割増賃金の不足額を令和●年■月▲日に別添資料３のとおり支払いました。

	安衛則第563条
第１項第５号
	Ｒ●・■・▲
	　別添写真のとおり、床材と建地の隙間を12cm未満にしました。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	（記入例）
安衛法２０条
	６．４．１
	別添写真のとおり、金網張のガードを設け、運転中の内部を点検できる構造とした。


注：欄が不足する場合等は、適宜別紙に記入可

２　指導票の指導事項にかかる報告
	指導票
項目番号
	改善年月日
	改善内容
（改善内容を明らかにする書類等を添付すること）

	指導票１
	Ｒ●・■・▲
	　直近３か月間の■■課の労働者のタイムカードの打刻記録と各人のパソコンの使用時間記録を突合し、30分以上の時間の乖離が認められた者に対して聞き取り調査を実施しました。
　調査の結果、時間外労働として判断した時間に対する割増賃金を計算のうえ、令和●年■月▲日に支払いました。詳細は別添資料４のとおり。

	指導票２
	Ｒ●・■・▲
	　職場のあんぜんサイト上の「リスクアセスメント実施支援システム」を活用し、別添資料５のとおりリスクアセスメントを実施しました。

	過重専用
指導文書５
	Ｒ●・■・▲
	　令和●年★月に時間外・休日労働時間数が45時間を超えた労働者は▲名おり、突発的な業務量の集中が原因でした。
　今後は、特定の労働者に業務が集中しないように業務量の平準化を図り、時間外・休日労働時間の削減に努めます。

	過重専用
指導文書９
	Ｒ●・■・▲
	　今後、時間外・休日労働時間数が45時間を超えた労働者が希望した場合は、地域産業保健センターを活用し、長時間労働者に対する医師の面接指導を実施することとします。

	（記入例）
１
	６．４．１
	安全作業標準（別紙）を作成し、関係労働者に教育した。


注：欄が不足する場合等は、適宜別紙に記入可　

３　点検整備体制にかかる報告
	点検整備
担当事項及び区域
	点検責任者
職氏名　印
	点検者の
周知方法
	点検時期
	点検内容

	外部わく組足場
	作業主任者
○○　××
	足場の昇降用
階段前に掲示
	作業開始前
	別添のチェックリストによる

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	（記入例）
玉掛け用具
第1工場
	資材係長
北海太郎　印
	吊り具置き場に掲示
	作業開始前と第４木曜日（月１回）
	別添
点検票による


注　１．点検内容については、チェックリスト（点検票）等を添付すること　
２．点検責任者職氏名欄には、当人の承認印を押印すること

